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国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

※
）
の
原
子
力
施
設
安
全
部
長
リ

ジ
ェ
ッ
ト
コ
フ
ス
キ
ー
氏
と
国
際

耐
震
安
全
セ
ン
タ
ー
長
サ
マ
ダ
ー

氏
が
7
月
7
日
、
浜
岡
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性
向
上
対
策
工
事
の

実
施
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
防
波
壁
工
事
現
場
や
緊
急
時
対

策
所
な
ど
を
視
察
後
、
リ
ジ
ェ
ッ

ト
コ
フ
ス
キ
ー
氏
は
浜
岡
原
子
力

発
電
所
の
大
地
震
や
大
津
波
へ
の

高
い
リ
ス
ク
を
認
め
た
上
で「
特

に
地
震
対
策
に
感
銘
を
受
け
た
。

津
波
対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
安
全

対
策
も
と
ら
れ
て
い
た
。
過
酷
な

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
も
講
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て

万
が
一
事
故
が
起
き
た
と
し
て

も
、
そ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

の
対
策
も
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
浜
岡
原

子
力
発
電
所
の
安
全
性
向
上
対
策

を
評
価
し
ま
し
た
。

※
国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）�

　

国
際
連
合
傘
下
の
国
際
機
関

で
、
原
子
力
の
平
和
利
用
を
促
進

し
、
軍
事
転
用
さ
れ
な
い
た
め
の

保
障
措
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

埋蔵文化財包蔵地
八幡平城跡

八幡平城跡は、新野地区篠ケ谷・有ケ谷にある
台地尾根上に築かれた平山城で、最高地点は標高
約105㍍、比高約65㍍です。その城域は、南北約
600㍍、東西400㍍と広大で、南の「一の曲

くるわ
輪」と

北の「二の曲輪」で構成されています。本曲輪と見
られる一の曲輪が「八幡平」と呼ばれていることが
名前の由来になっています。一の曲輪は、土塁が
認められず、低い土

ど
居
い
をもつ帯曲輪と堀

ほり
切
きり
で守ら

れています。二の曲輪は、自然地形をそのまま利
用した帯曲輪と堀切で守られています。また、武
田式築城法の特徴である二条堀切と横堀が見られ
ることから、今川系新野氏によって築かれた城が、
後に武田氏によって高天神城とのつなぎの城とし
て修築、再利用されたと考えられます。
なお、今川系新野氏の城としては、南西側に隣
接する舟ケ谷の城山にもその伝承があることか
ら、八幡平城跡は舟ケ谷の城山の詰の城として使
われた可能性があります。

国
際
原
子
力
機
関
幹
部
が

　
　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
を
視
察

新野氏の詰の城の
　　　�可能性がある城跡

防波壁を視察

緊急時対策所で説明を聞く様子

▲八幡平城跡一の曲輪の現状

聖ケ谷池 想慈院

牛蒡ケ谷池

八幡平城跡
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